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第４章 「田んぼダム」の営農への影響 

 「田んぼダム」は作物の生産に影響を与えない範囲で、農業者の協力を得て実施する取組

であり、取組を継続的に実施するには、農作業への影響や取組の労力を最小限にするための

工夫が欠かせません。本章では、「田んぼダム」の実施による、水稲の収量・品質への影響、

管理労力への影響、農作業への影響を低減する工夫について示します。 

４．１ 水稲の収量・品質への影響 

〇 「田んぼダム」による湛水は許容の範囲内 

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 計画「排水」においては、30cm の湛水は

許容の範囲内とされており、「田んぼダム」の実施により、畦畔の範囲内（30cm 程度）

で雨水を貯留しても、水稲の品質や収量には影響を与えません。 

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 計画「排水」には、以下のように記載され

ています。 

・ 許容湛水深は、「〔参考〕水田地帯における許容湛水深の考え方について」より 30cm 

を標準とする。また、許容湛水深を超える湛水が発生する場合は、その継続時間を 

24 時間以内とする。  

・ 図 21 に示すように、穂ばらみ期において湛水被害が最も起きやすい。穂ばらみ期の

草丈は図 22 に示すように 30cm 以上に達していること、及び我が国における水害が

７～９月にかけて多く発生しており、この時期の草丈も 30cm 以上に達しているこ

とを考慮し、許容湛水深は 30cm を標準とする。 

・ また、30cm を超えても、穂ばらみ期以外においては１～２日の湛水であれば被害も

５～30％程度であり３日以上になれば被害が急増すること、穂ばらみ期においても

葉先が露出していれば１～２日の湛水で 20％程度の被害であることから、許容湛水

深を超える場合の湛水の継続時間は 24 時間以内とする。 

・ 畑作物は原則として湛水を許容できないので、畑や汎用田の畑利用では湛水を考慮

しない。 

なお、畦畔の高さを超える湛水が生じる場合は、水田に降った雨によって湛水してい

るのではなく、地域の排水能力を超えた降雨によって排水路や河川などから水が溢れて

水田に逆流していることが原因であり、「田んぼダム」の取組の実施と関係なく発生する

現象です。 
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図 21 水稲減収推定尺度 

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 計画 「排水」 P193 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/kizyun/pdf/20200303130206/00_haisui_zentaiban.pdf 
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図 22 水稲の生育期と草丈 

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 計画 「排水」 P194 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/kizyun/pdf/20200303130206/00_haisui_zentaiban.pdf 
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〇 「田んぼダム」を実施した水田で収量・品質の明らかな影響は確認されなかった 

 実証事業で「田んぼダム」の取組を実施した全国８地区の収量・品質を確認した結果

を図 23、図 24 に示します。「田んぼダム」の実施によって、収量・品質に明らかな影響

は確認されませんでした。 

 

図 23 「田んぼダム」の収量への影響（実証事業 調査結果） 

 

 
図 24 「田んぼダム」のタンパク質含有率への影響（実証事業 調査結果） 
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また、実証事業で「田んぼダム」を実施した農業者を対象としたアンケート調査（回

答数 28）においても、作物の生育・収量・品質に影響があったとする回答はありません

でした（図 25）。 

 

 

 

図 25 堰板設置の影響（実証事業 実証地区アンケート調査結果） 
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 「田んぼダム」を先行して実施している地区（取組を４年～20 年継続した 12 地区 回

答数 17）で行ったアンケート調査においても、水稲が湛水して、収量が落ちるなどの被

害があったとする回答はありませんでした（図 26）。 

 

 

 

図 26 「田んぼダム」による被害（実証事業 先行地区アンケート調査結果） 
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４．２ 管理労力への影響 

〇 「田んぼダム」は管理労力に大きく影響しない 

 「田んぼダム」の取組を実施することにより、堰板や調整板の取り付けやゴミの除去

などに労力がかかるのではないかとの懸念がありますが、大きな影響はないと考えられ

ます。 

実証事業で「田んぼダム」の取組を実施した全国８地区のうち、同一の作業体系で比

較が可能な５地区において実施した調査結果を図 27 に示します。「田んぼダム」を実施

しなかった水田に対する「田んぼダム」実施水田の作業時間の割合は、平均で 104％と

なり、「田んぼダム」を実施することによる管理労力の大幅な増加は確認されませんでし

た。 

 

図 27 「田んぼダム」を実施しなかった水田に対する実施水田の作業時間の割合 

（実証事業 調査結果） 
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 また、「田んぼダム」を先行して実施している地区（取組を４年～20 年継続した 12 地

区 回答数 18）で行ったアンケート調査においても、管理労力が増えたという回答は１

者に止まりました。 

 落水口の整備や流出量調整器具の選定により、管理労力を最小化することは可能であ

り、取組の継続にはそのような工夫が重要であると考えられます。 

 

 

 

図 28 「田んぼダム」によるデメリット（実証事業 先行地区アンケート調査結果） 
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４．３ 農作業への影響 

〇 農作業に大きく影響しないための迅速な排水が重要 

 「田んぼダム」は、水田に降った雨水を時間をかけてゆっくりと排水する取組ですが、

2.2.3 に記載したとおり、貯水した水を短時間で排水できなければ、農業機械を活用し

た農作業等に影響を与えるおそれがあることから、貯留した雨水を迅速に排水すること

が重要です。 

 図 28 に示したとおり、既に「田んぼダム」を実施している先行地区（取組を４年～20

年継続した 12 地区 回答数 16）で行ったアンケートでも、雨水を貯めた後に水位が下が

るのに時間がかかり、農作業に影響があったという回答は１者に止まりました。 

このことから、落水口の整備や流出量調整器具の選定により、農作業への影響を最小

化することが可能であり、取組の継続にはそのような工夫が重要であると考えられます。 

〇 迅速な排水のための落水口の整備と流出量調整器具の選定 

 2.2.3 に記載したとおり、田面の湛水を迅速に排水するためには、適切な数、配置及

び構造の落水口を設置するとともに、流出量調整器具の選定が重要です。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 29 に示します。 

降雨の規模が大きくなると、機能分離型のほうが湛水深は深くなりますが、降雨後は

機能一体型よりも短時間で水深が下がっています。このことから、田面の湛水を迅速に

排水するためには、機能分離型を選択することが望ましいと考えられます。 

 

図 29 貯留した雨水の排水時間（栃木県栃木市吹上東部地区 シミュレーション結果） 

※ 降雨および排水桝からの流出による水深の変動であり、減水深は考慮していない 
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〇 十分な高さのある堅固な畦畔の整備等により畦畔を超えるような雨水の貯留を防止 

 「田んぼダム」の実施によって、畦畔を超えるような雨水の貯留により、畦畔からの

越流が生じることで、畦畔が崩れるなどの被害が心配されますが、図 29 のシミュレー

ション結果によれば、機能分離型、機能一体型ともに、1/100 年確率雨量（最大時間雨

量 77.5mm、総雨量 277.1mm）であっても、田面水深は 20cm を超えていないことから、十

分な高さがある堅固な畦畔を整備していれば、畦畔を超えるような貯留には至らず、畦

畔からの越流は生じないことが分かります。 

 また、堰板や調整板の上端を畦畔よりも低い位置に設定していれば、堰板や調整板の

上端を超える水位になると、堰板や調整板を越流し、通常の排水能力が発揮されること

から、それ以上の水位の上昇を抑制することができます。 

 図 26 の「田んぼダム」を先行して実施している地区（取組を４年～20 年継続した 12

地区 回答数 17）で行ったアンケート調査においても、湛水が畦畔を超え、畦畔が崩れ

るような被害が生じたという回答はありませんでした。 

 このように、十分な高さのある堅固な畦畔の整備や堰板や調整板等の設置方法により、

1/100 年確率雨量程度の大規模な降雨があっても、雨水の貯留を畦畔の範囲内に止める

ことができ、畦畔を超えるような雨水の貯留を防止することができます。 

 


